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１．項目  「情報通信利活用促進一括法」について 
２．既存の制

度・規制等

によってＩ

ＣＴ利活用

が阻害され

て い る 事

例・状況 

＊携帯電話の料金が非常に高く、しかも複雑な料金体系 

＊東京でも無料のＷＩＦＩスポットがほとんどない 

＊役所や学校の多くがセキュリティレベルを上げすぎており、動画などを見ること

ができない 

などなど、日本はインフラの整備が進んでいるわりには、市民／国民にとって、

非常に利用しにくいＩＣＴ環境にある。また、多くの市民／国民がＩＣＴへ対し、非

常な「不安感」を持っており、ＩＣＴ利用が促進されない面がある。 
３．ＩＣＴ利

活用を阻害

する制度・

規制等の根

拠 

＜利用しにくいＩＣＴ利用＞ 

日本における、既存の情報通信関連法は、すべて産業界への規制や監督な

どのみを主眼においたビジネス法ばかりで、利用者の視点から策定されたものが

ほとんどない。また、非常に厳しい電波監理体制が敷かれている一方で、多くの

制度や法律は、放送・通信業界の一部の企業の要請に応える形で策定されて

おり、その結果、ガラパゴスと呼ばれるような状況を生み出してしまった。 

放送・通信ともに、ハード・ソフトが厳格に分離されていないことも、この環境に

拍車をかけている。大きな企業が独自の規格を開発しては、自社に都合の良い

制度を要求し、利用者を囲い込みながらサービスを展開するため、利用者にとっ

て必ずしも利便性を生まれない現状にある。 

＜ＩＣＴへ対する不安感＞ 

多くのマスメディアが、インターネットに対するマイナスイメージを煽っている現状

にある。このため、市民がＩＣＴに対してプラスイメージを持ちにくく、デジタルデバ

イドの拡大を引き起こしている。また、これらマスメディアが、ＩＣＴ情報通信政策

分野で大きな発言力を持っていることも、ＩＣＴ促進の足を引っ張る要因になって

いるのではないか。 
４．ＩＣＴ利

活用を阻害

する制度・

規制等の見

直しの方向

性について

の提案 

煩雑な手続き業務を簡潔にするなどの規制緩和を進めること自体には異論は

ないものの、既存の制度・規制の個別的な問題より、制度の立案過程やＩＣＴを

取り巻く環境にこそ、阻害要因があるように思う。 

まずは、利用者（国民／市民）の目線にたった、「コミュニケーション基本法」の

ようなものを策定しなければ、利用者にとってよりよいＩＣＴ環境は確保できないと

考える。 

その中で重要なのは、既存の大手情報通信企業中心で議論を進めず、様々な

立場（障害者や高齢者、外国人、女性、子ども、学生、コミュニティメディア、ＮＰ

Ｏなど）の利用者の声をきちんと聞くことであろう。利用者本位で制度を作ってい

かなければ、光の道も十分なインフラとして機能しないだろうし、国際競争におい

ても、他の国の利用者に喜ばれるようなアプリケーションはなかなか育たないは

ずである。 

 
 


